






要約:今まで行なった2回のコントロール.スタディー(第 1回:r 一グロブリン 400mg/kgx5

日+アスピリン対アスピリン、第 2 回:r 一グロブリン 400mg/kgx3 日+アスピリン対アスピ

リン)の遠隔期の集計を行なった。冠動脈病変合併症は r 一グロブリン群で少ない傾向が

見られた。(発症後 6カ月、1年、2年)


